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『ゴーラクナート語録』研究
「パド：ラーグ・ラーマグリー」（11－32）の本文と和訳

橋　本　泰　元　

はじめに
　
　本稿は『東洋学論叢』第 36 号の拙稿に引き続いて、PItAMbaradatta 

BaRathvAla, Gorakha-BAnI, PrayAga:HIndI SAhitya Sammelana, 2017 (=1960, 

tritIya saMskaraNa) [prathama saMskaraNa 1942] 所収の、ゴーラクナートに
よる教説の詠歌パド (pada) の本文を提示しその和訳を行う。この詠歌
パドは、音楽の旋律ラーグ (rAga) の名の下に次のように分類されている。
　rAga-rAmagrI : 1-32 篇、rAga-AsAvarI：33-48 篇、rAga-rAmagarI：49-60 篇、
AratI：61-62 篇。
　本稿では、紙幅の都合によりこのうち、rAga-rAmagrI：11-32 篇を扱う。
なお、前号と同様に、訳文中の（　）は筆者の言い換え、〔　〕内は筆
者による補足を、＊は筆者の訳注を示す。

 本文と和訳
 
avadhU bolyA tata bicArI pCthvI maiB bakabAlI /
aXTakula parabata jala bina tiriyA adabuda acambhA bhArI // Teka //

遁世者は熟考して真実を語った、〔その真実語は〕世間では無駄口。
〔第一に〕八族の山が水がなくても流れてしまい、たいへん驚いた。＊

「八族」の原語 aXTakula は、HSS によれば、プラーナ聖典の記述で、蛇 SeXa, 

VAsuki, Kambala, KarkoNTika, Padma, Mahapadma, SaGkha, Kulika とあるが、Puranic 

Encyclopedia では aXTanAga という見出し語になっている。原著者はこの語彙に
説明を加えていないが、「山」を「身体」、「水」を微細なマーヤーの比喩と理解
している。
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mana pavana agama ujAliyA ravi sasi tAra gayAI /
tIni rAja trividha kula nABhIB cAri juga sidhi bAI // 1 //

〔第二に〕心（意）が気息の到来によって輝き、太陽、月、星は消えた。
〔第三に〕三種〔３グナ〕の支配による家がなくなり、第四に世界に成

就〔の法螺〕が鳴った。

pABca sahaBsa maiB XaTa apUThA sapta dIpa aXTa nArI /
nava XaNDa pCthI ikabIsa mABhIB ekAdasi eka tArI //

第五がサハスラーラ〔・チャクラ〕に〔確立し〕、第六に〔甘露が〕逆
流し、第七に燈明〔が点り〕、第八に女（クンダリニー・シャクティ）
が〔起った〕。

九つの州、地球、２１〔の梵卵〕のなかで第 11 日目に、三昧専一〔が
成った〕。

dvAdasI trikuTI yalA piGgulA cavadasi cita milAI /
XoRasa kavala dala sola batIsau jurA marana bhau gamAI // 2 //

第 12 日目に眉間でピンガラー〔脈管がスシュムナー脈管に〕到達し、
第 14 日目に心が〔ブラフマンに〕冥合した。

〔望月・朔月に〕１６連弁〔のヴィシュッダ・チャクラが成就し、ヨー
ガ行者は〕３２〔の相好を獲得して〕、老、死、生〔の苦しみ〕が
滅した。

dasavaiB dvAra niraJjana unamana bAsA sabadaiB ulaTi samABnAB /
bhaNanta goraXanAtha machIndra nAB pUtA abicala thIra rahABnAB // 3 // // 11 //

第 10 の門に無垢なる者（絶対者）がウンマナー（究極の状態）で住し、
「ことば」のなかに逆転して収まった。

マッツェーンドラの息子ゴーラクナートは語る、〔私は〕不動の状態と
なったと。

 oM namo sivAi bAbU oM namo sivAi /
aha nisi bAi mantra kauNeB re upAi //

オーム、シヴァ神に帰命頂礼、オーム、シヴァ神に帰命頂礼。
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昼夜、呼吸気〔とともに念誦する〕マントラは、誰がつくったのか。

bhyaBne bhyaBne aXyare je devai re bujhAi,

tAkA maiB celA bAbU so gurU hamAra // Teka //

さまざまな文字で説いてくれる者、
私はその人の弟子、その人が私の導師。

oMkAra Achai bAbU mUla mantra dhArA oMkAra byApIle sakala saMsArA /
oMkAra nAbhI hCdai deva gura soI oMkAra sAdhe binA sidhi na hoI // 1 //

聖音オームはマントラの流れの根源、聖音オームは全世界に広まった。
聖音オームは臍輪、心臓〔に住し〕神、導師〔であり〕、聖音オームを

修しなければ成就はない。

nAdaiB lIna brahmA nABdaiB lInA nara hari

　　nAdaiB lInA UmApatI joga lyau dhari dhari /
nAda hIB tau Achai bAbU saba kachU nidhABnAB

　　nAda hIB thaiB pAiye parama niravABnAB // 2 //

ナーダにブラフマー神は冥合し、ナーダにヴィシュヌ神は冥合し、ナー
ダにウマー妃の夫（シヴァ神）は冥合した、〔ナーダを〕捉えヨー
ガに専念して。

ナーダこそがあらゆるものの拠り所、ナーダによって至高の涅槃が得ら
れる。

bAI bAjai bAI gAjai bAI dhuni karai

　　bAI XaTa cakra bedhai aradhaiB uradhaiB madhi phirai /
sohaM bAI haMsA rUpI pyaNDa bahai

　　bAI kai prasAdi byanda guramuXa rahai // 3 //

気息が鳴り気息が轟き気息が音調をなし、気息が６チャクラを貫き上中
下と動き回る。

「ソーハン、ハンサ」という気息が身体を流れ、気息の恩寵によってビ
ンドゥは導師に面座する。＊
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　「ソーハン、ハンサ」の原語 so'haM haMsa は「それは我なり、ハンサ鳥なり」
の意味でヨーガ行の究極の境地を象徴しているマントラとされている。また、
通常の呼吸気をも意味していて、したがってヨーガ行者は日常の呼吸によって
常にこのマントラを念誦しているものと考えられている。「導師に面座する」の
原語 gurumukha は「導師によって入門許可された」の意味。原著者は、後半句
の意味を、「ビンドゥ」がハタヨーガ説では「精液」を意味するので、それが身
体の頂孔（ブラフランドラ）に到達したことと解釈している。

nama mArai mana marai mana tArai mana tirai / 

　　mana jai asthira hoi tCbhuvana bharai /
mana Adi mana anta mana madhaiB sAra / 

　　mana hI taiB chUTai bAbU viXAiB vikAra // 4 //

心が殺し、心が死に、心が救い、心が救われる。心が不動になれば、三
界は満たされる。

心が初めに、心が終わりに、心が中に〔にある〕精髄。心からこそ毒が
放たれる。

sakti rUpI raja Achai siva rUpI byanda / 

　　bAraha kalA ravi Achai solaha kalA canda /
cAri kalA ravi kI je sasi dhari Avai / 

　　tau siva saktI saBmi hovai anta koI na pAvai // 5 //

血液がシャクティそのものでありビンドゥがシヴァそのもの、１２カラ
ーは太陽で、１６カラーは月。

太陽が４カラーで月が〔それを〕保てれば、シヴァとシャクティは合一
し、〔その〕終わりはなし。

　「カラー」の原語 kalA は、一般的には月の朔あるいは望になる時間の単位で
１６で満数を表す。太陽が１２カラーであるとは、HSS の記述によれば黄道
１２宮への移行 (saMkrAnti) に従った太陽の様態と名称。第２行目の前半句の意
味が明瞭でいない。原著者は１２カラーの太陽は会陰部にあるムーラーダーラ・
チャクラに存する甘露の吸収者、１６カラーの月は頭頂にあるサハスラーラ・
チャクラに存する甘露の放出者の象徴表現と理解し、第２行目前半句を「太陽
のカラーが強い、すなわちシャクティ（＝マーヤー）が力強いので、４カラー
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の太陽が月と合一すれば」と解釈している。

ehI rAjA rAma Achai sarve aGge bAsA / yehI pAJcauB tata bAbU sahaji prakAsA /
ye hI pAJcauB tata bAbU samajhi samABnAB / 

　　badanta goraXa ima hari pada jABnAB // 6 // // 12 //

これこそがラーム王であり、すべての支分に住し、この５原理が自然に
放光する。

この５原理を理解し冥合すれば、ゴーラクは言う、かくして神の境地を
知る。

avadhU jApa japau japamAlI cInhauB jApa japyAB phala hoi /
agama jApa japIlA goraXa cInhata biralA koI // Teka //

遁世者よ、念誦をせよ、〔本物の〕念誦者を見極めよ、念誦をすれば功
徳が得られる。

ゴーラクは困難な念誦を行った、稀なる者が〔このことを〕知っている。＊

japamAlI を原著者は翻訳していない。この複合語の後半 -mAlI は「輪を持つもの」
の意味が HSS にあり、それに従って「念珠を持つ者」の意味に解釈した。

kavala badana kAyA kari kaJcana cetani karau japamAlI /
aneka janama nAB pAriga chUTai japanta goraXa cavAlI // 1 //

漱口水を口に、身体を無病にして、意識を念誦者にせよ。
転生の罪障が除かれる、卑しいゴーラクは念誦しつつ〔語る〕。＊

第１行前半句を原著者は「蓮華（チャクラ）を口にせよ、身体は黄金で意識が
念珠である」と解釈しているが、意味が通りにくいように思われる。HSS に
kavala の意味に「水や食物の一口」があり、また kaJcana に「無病の」という
形容詞の意味があるので、それに従った。

eka aXIrI ekaGkAra japIlA sunni asthUla doi vABNI /
pyanDa brahmANDa saBmi tuli byApIle eka aXirI hama guramuXi jABNIB // 2 //

一文字、一形相〔のマントラを〕念誦した、空
くう

と粗大の二つの音声で。
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肉体と梵卵が〔互いに〕等しく遍充した、一文字〔マントラ〕を私は師
の御口から学んだ。＊

第１行後半句は、内面的な無声の音声と外面的な有声の音声で念誦した、の意
味。

dvai aXirI doI paXa udhArIlA nirAkAra jApaB japiyAB /
je jApa sakala siXTi utapaBnAB te jApa SrIgoraXanAtha kathiyAB / 2 /

二文字〔のマントラ〕で二つの側をすくい上げた、無形相〔のマントラ〕
を念誦して。

全世界を生んだ念誦を聖ゴーラクナートは語った。

第１行目前半句の「二つの側」を原著者は、「此界・他界」「無属性・有属性」「微
細・粗大」と解釈している。

tri aXirI trikoTI japIlA brahmakuNDa nija thABnaB /
ajapA jApa japantA goraXa atIta anupama gyABnaB / 4 /

三文字〔のマントラ〕を眉間で念誦した、〔そこは〕ブラフマンの井戸
であり〔アートマンの〕本居なり。

命息念誦をして、ゴーラクは無上で無類の知識〔を得た〕。＊

命息念誦 ajapA jApa については、上記 12-3 の注を参照。

cau akXirI catura veda thApilA cAri XoBNI cAri vABNI /
machindra prasAdaiB jatI goraXa bolyA ajapA japilA dhIra rahABNI / 5/ // 13 //

四文字〔のマントラ〕が四ヴェーダをつくった、四種の生類と四種の音
声を。

マッツェーンドラの恩恵を得て行者ゴーラクは語った、命息念誦をして
不動で居れと。＊

XoBNI は判読不可能であるが、原著者は khAni と読み、udbhijja（地生）、UXmaja（湿
生）、 aNDaja（卵生）、 piNDaja（胎生）、すなわち生類一切と解釈しているので、
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それに従った。cAri vABNI を原著者は四種類の語録と解釈し名称を挙げている
が、意味が不明であるので、「四種の音声」、すなわち生類の声と解釈した。

rami ramitA sau gahi caugABnaB kAhe bhUlata hau abhimABnaB /
dharana gagana bici nahIB antarA kevala mukti maidABnaB // Teka //

〔自らの最高の境地を〕享受している者（ラーム）とポロの試合をせよ、
なぜ驕りに酔っているのか。

大地と虚空の間に相違はない、独存の解脱の平野なのだから。

eka maiB ananta ananta maiB ekai ekai ananta upAyA /
antari eka sauB paracA hUvA taba ananta eka maiB samAyA / 1 /

一に無限、無限に一、一が無限を生んだ。
内面で一を覚知して、無限は一に収斂した。

aharaNi nAda naiB byanda hathauRA ravi sasi XAlAB pavanaB /
mUla cApi DiDHa AsaNi baiThA taba miTi gayA AvAgavanaB / 2 /

金床がナーダでビンドゥが金槌、太陽と月が空気を送るふいご。
会陰部を抑えて堅固な坐を組んで、去来が消えた。

原著者は「太陽」をイラー脈管、月をピンガラー脈管と、ハタヨーガの伝統説
に従って解釈している。

sahaja palABNa pavana kari ghoRA lai lagABma cita cabakA /
cetani asavAra gyABna gurU kari aura tajau saba DhabakAI / 3 /

自
じ

然
ねん

（サハジャ）を鞍に気息を馬にして、冥合を手綱に心を鞭にして。
意識を騎士にして知識を導師となせ、そしてすべての方便を捨てよ。

tila kai nAkai tCbhavana sABdhyA kIyA bhAva vidhAtA //
so tau phira ApaNa hIB hUvA jAkauB DhUBDhaNa jAtA / 4 /

胡麻粒ほどの鼻先に三界を狙い定めると、創造者の感情が湧いた。
すると、それが自分となった、それを探し求めに行ったのに。
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Asti kahUB tau koi na patIjai bina Asati kyUB sIdhA /
goraXa baulai suNau machindra hIrai hIrA bidhA / 5 / // 14 // 

私が実在と言うと誰も信ぜず、実在でなければ、どうして成就しようか。
ゴーラクは言う、聞け、マッツェーンドラよ、金剛石は金剛石によって

貫かれる。

tata baNijIlyau tata baNijIlyau jyUB morA mana patiyAI // Teka //

真実の商いをせよ、真実の商いをせよ、私の心が信じているように。

sahaja goraXanAtha baNija karAI paJca balada nau gAI /
sahaja subhAvai vAXara lyAI more mana uRiyABnI AI / 1 /

ゴーラクナートは自
じ

然
ねん

〔の知識〕の商いをしている、五頭の雄牛と九頭
の雌牛を。

〔その牛たちは〕自然の本性をし、干し草も持ってきた、私の心は飛び
立ちだした。

surahaTa ghATa amhe baNijArA suBni hamArA pasArA /
leNa na jANauB deNa na jANauB 　bajaNa hamArA / 2 /

高い所の、私は商い人、私は空
くう

を広げた。
私は買うことも知らず売ることも知らない、私の商いはこのようなもの。＊

第１行目の surahaTa は一語で辞書に見当たらないが、複合語と捉えると「神の
市場」と考えられる。しかし surahaTa ghATa の意味は、原著者の解釈に従った。
edvA についても同様である。

bhaNanta goraXanAtha machindra kA pUtA edvA baNija nA arathI /
karaNIB apaNIB pAra utaraNAB bacane leNAB sAthIB / 3 / // 15 //

マッツェーンドラの弟子ゴーラクナートは語る、商いとはこのような意
味ではない。

〔正しい〕行いを自分のものとし、〔導師の教えの〕ことばを友とせよ。

mABharA re bairAgi jogI ahanisi bhogI jogaNi saGga na chARai /
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mAnasarovara mamasA jhUlantI Avai gagana maNDala maTha mABDai re // Teka //

私の離欲者・ヨーガ行者は、昼夜、享楽に〔沈潜し〕、女性ヨーガ行者
との同伴を止めない。

マーナサローヴァラ湖にマナサー女神が揺れながらやって来て、虚空を
音もなく覆う。＊

原著者はマーナサローヴァラ湖を「心」、マナサー女神を「意欲」、虚空を「（頭
孔）ブラフマ・ランドラ」の象徴表現と解釈している。プラーナ聖典によれば、
マナサーは JagatkAru Muni の妻、AstIka の母、 KaSyapa の娘、 VAsuki 蛇神の妹と
されている。

kauBNa asthABniki torA sAsU naiB susarA kauBNa asthABna ka torA bAsA /
kauBNa asthABnaka tU nai jogaNI bheTI kahAB milyA ghara bAsA / 1 /

〔ヨーガ行者よ〕どの地方の人だ、おまえの舅・姑は、どの地方だ、お
まえの住居は。

どの地方でおまえは女ヨーガ行者と会ったのか、〔おまえの〕家・住居
はどこで得たのか。

nAbha asthABnaka morA sAsU naiB susurA brahma asthABnaka morA bAsA /
ilA pyaGgulA jogaNa bheBTI suXamana milyA ghara bAsA / 2 /

臍輪という地方に私の舅・姑〔がおり〕、ブラフマーという地方が私の
住居。

イラー脈管とピンガラー脈管が合流する、スシュムナー脈管が〔私の〕家・
住居。

kABma krodha bAlI chUBnAB kIdhA kandrapa kIyA kapUraB /
mana pavana do kAtha supArI unamanIB tilaka sIndUraB / 3 /

愛欲・瞋恚を粉々にして、愛神カーマを樟脳にして〔燃やした〕。
心と気息ふたつは阿仙薬と檳榔樹の実〔となり〕ウンマニー（究極の境

地）が辰砂の印〔なった〕。＊

阿仙薬（カテキュー）と檳榔樹の実（ビンロウジの小刻）は、キンマの葉に包

（ 23 ）



　 145 　

んで噛む口内清涼剤であり嗜好品の、現代語でパーンという。辰砂の印とは、
伝統的には既婚のヒンドゥー女性が髪の分け目に塗る印。

 gyABna gurU doU tUbA amhAre manasA cetani DABDI /
unamanI tABtI bAjana lAgi yahi vidhi tCXNAB XADIB / 4 /

知識と導師ふたつは私の瓢簞〔で作った弦楽器〕、心と意識は〔その弦
楽器の〕棹。

ウンマニーの弦が鳴り始め、こうして渇愛を砕いた。

eNa sataguri amhe paraNABbyA abalA bAla kuvABrI /
machindra prasAda SrIgoraXa bolyA mAyA nAB bhau TArI / 5 / // 16 //

このように正師は私を救い出してくれた、ひ弱き幼い乙女（マーヤー）
から。

マッツェーンドラ師の恩恵で聖ゴーラクは語った、マーヤーの恐れが遠
ざかった。

tata belI lo tata belI lo lo avadhU goraXanAtha jABNIB /
DAla na mUla pahupa nahIB chAyA birAdhi karai bina pABNI // Teka //

真実のベルノキを、真実のベルノキを、遁世者よ、ゴーラクナートは知
っている。

〔そのベルノキは〕枝も根も花も影もなく、水もないのに大きくなる。

kAyA kuJjara terI bARI avadhU satagura beli rupABNIB /
puriXa pABNatI karai dhaNiyABnauB nIkaiB bAli ghari ABNI / 1 /

身体の木立がおまえの庭だ、遁世者よ、〔そこに〕正師がベルノキを植
えた。

プルシャは穀物〔畑〕に水をやり、良く実った穂を家に持ち帰る。＊

 
pAMNatI は pānī´ya (A Comparative Dictionary of the Indo-Aryan Languages) の記述
をもとに推測すれば、pAnI の派生語と考えられ、また dhaNiyABnauB も dhānyà 

(A Comparative Dictionary of the Indo-Aryan Languages) の記述をもとに推測すれ
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ば dhAnya の派生語と考えられる。

mUla edvA jedvA sasihara avadhU pABna edvA jadvA bhABNaB / 
phala edvA jedvA pUnima candA jou jou jABNa sujABNaB / 2 /

〔その〕根は月のようで、遁世者よ、〔その〕葉は太陽のようだ。
〔その〕実は満月のようで、それを知る人は賢い人。

belaDiyAB dauB lAgI avadhU gagana pahUBtI jhAlA /
jima jima belIB dAjhabA lAgI taba melhai kUBpala DAlA / 3 /

〔この〕ベルノキに火がつき、遁世者よ、炎が大空に届く。
ベルノキに火がつくほどに、若葉と枝が揺れ出す。＊

 第２行後半句は、原著者の解釈に従った。

 
kATata belI kUBpala melhI sIJcataRAB kuamalAye /
machindra prasAdaiB jatI goraXa bolyA nita navelaRI thAye / 4 / // 17 //

ベルノキを切って若葉を採れば、水をやっても萎れる。
マッツェーンドラの恩寵で行者ゴーラクは言った、〔ベルノキを〕常に

新鮮に保て。

baUjhau paNDita brahma giyABnaB gauraXa bolai jANa sujABnaB // Teka //

理解せよ、パンディットよ、ブラフマンの知識を、賢い知者のゴーラク
は語る。

bIja bina nisapatI mUla bina biraXA pABna phUla bina phaliyA /
bABjha kerA bAlURA pyaGgula taravari caRhiyA / 1 /

種子なく生え根なく樹が〔生えて〕、葉・花なく実がなる。
石女の子供、ピンガラー（太陽）が大樹に登る。

gagana binA candrama brAhmANDa bina sUraB jhUjha bina raciyA thAnaB /
e paramAratha je nara jABNaiB tA ghaTi parama giyABnaB / 2 /

大空のない月、梵卵のない太陽、争いのない戦場をつくる。
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この真実義を知る人は、その身体に至高の知識〔が生ずる〕。

suBni na asthUla lyaGga nahIB pUjA dhuBni biBna anahada gAjai /
bARI bina pahupa pahupa bina sAira pavana bina bhCGgA chAjai / 3 /

〔それは〕空
くう

でも粗大でもなく、〔その〕徴表もプージャーもなく、音な
く奏でられざる音が響く。

庭のない花、花のない海、風もなく蜂が輝きを放つ。＊

「海」の原語は sAira だが、意味が通じない。原著者は saurabha「芳香」の読み
の可能性を指摘し、それに従っている。

rAha bina giliyA agani bina jaliyA ambara bina jalahara bhariyA /
yahu paramAratha kahau ho paNDita ruga juga syABma atharaban paRhiyA / 4 /

ラーフ星がなくても蝕が起こり、火がなくても燃え、空がなくても雲が
満ちた。

この真実義を言え、リグ、ヤジュル、サーマ、アタルヴァ〔の４ヴェー
ダ〕を学んだパンディットよ。

sasaBmaveda sohaB prakAsaB dharatI gagan na AdaB /
gaGga jamuna bica Xelai goraXa gurU machindra prasAdaB / 5 / // 18 //

自ら理解できる（自内証）、「それは我なり」という思惟の光輝は、大地
にも虚空にも水中にもなし。＊

ガンガーとヤムナーの間でゴーラクは遊んでいる、師マッツェーンドラ
の恩寵によって。

「水中」と訳した原語 AdaB は諸辞典に見当たらない。原著者は Ardra と読み替
えて「水」の意味に解釈しているので、それに従った。

badanta goraXanAtha dasavaIB dvArI surga naiB kedAra caRhiyA /
ikabIsa brhmaNDa nA siXari Upari sasamaveda UcariyA // Teka //

ゴーラクナートは語る、第１０門で天界のようなケーダーラ（シヴァ神
の聖地）に登った。
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２１の梵卵の頂点で、自ら理解できる（自内証）〔境地〕を説いている。

dvAdasa dala bhIBtari ravi saktI sasi XoRasa siva thABnaB /
mUla sahaBsara jIva siBba ghari unamanI acala dhiyABnaB / 1 /

１２の蓮弁（カラー）のなかに太陽のシャクティ、月の１６〔カラーの
なかに〕シヴァ神の住居がある。

ムーラ〔ーダーラ〕がサハスラ〔ーラに冥合し〕、個我がシヴァ〔の住
居で〕ウンマニーなる不動の禅定に〔ある〕。

nAda anAhada garajai geNaB pachima Ugya bhABNaB /
dakXiNa DIbI uttara nAcai pAtAla pUraba tABnAB / 2 /

虚空で奏でられざるナーダ（音）が、西に太陽が昇った。
南の女神（シャクティ）が北で踊り、地界は東に拡がる。＊

難解な詠歌である。原著者の解釈によると「眉間に奏でられざるナーダが鳴り
響き、太陽がスシュムナー脈管に上昇してきた。南方すなわちムーラーダーラ
とスワーディシュターナ・チャクラに住すシャクティが北方すなわちブラフマ・
ランドラで踊っている。地界すなわちスワーディシュターナの拡張が知識の起
こる方角すなわちサハスラーラ・チャクラでおきている」。

canda sUra nIB mundrA kInhIB dharaNi bhasma jala melA /
nAdI byandI sIGgI AkAsI alakha gurU nAB celA / 3 /

月（イラー脈管）と太陽（ピンガラー脈管）を覆い、大地（俗世の塵）
の灰を水に溶かした。

ナーダ、ビンドゥ、角笛、虚空、不可視なるものが導師の弟子〔となっ
た〕。

tina sai sAThi thegalI kanthI ikavIsa sahaBsa cha sai dhAgaB /
bahatari nARIB suI navAsI bAvana bIra sIyA lAgaB / 4 /
360 の継ぎ当て（骨）と襤褸衣（身体）、21,600 の糸（一日の呼吸）。
72 の脈管、98 の針、52 の耳飾りを縫い付けた。
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ilI sodhi dhari pyaGgulI pUrI suXamanI caRha asamABnaB /
machindra prasAdai jatI goraXa bolyA niraJjana sidhi naiB thAnaB / 5 / // 19 // 

イラー脈管を浄化してピンガラー脈管を満たせ、スシュムナー脈管を通
って虚空に達せよ。

マッツェーンドラの恩寵で行者ゴーラクは告げた、ニランジャナ（無垢
なるもの）の成就の場を。

ABbaliyau thali mauriyau Upari nIBba bijaurai phaliyau /
so phala XAtAB lAgai mIThau jABnai re jina guru prasAdaiB dIThau // Teka //

マンゴーの花房が適所についたが、〔その〕うえにライムとシトロンの
実がなった。

その実は食べるととても甘く、導師の恩寵によって見た者が〔それを〕
知る。

UBTa sicANaiB jaba grahyau jAi kairo DAlI baiThau /
bABjhai beTA janamiyUB naiNaiB puriXa na dIThau / 1 /

駱駝はオオタカに捕まえられると、棘の生えた枝に坐った。
石女が子供を産んだ、目で夫を見なかった。

lAkaRa DUbai sila tirai deXatAB jaga jAi /
UTa pranAlai bahi gayo susilyo paulI na mAi / 2 /

丸太が沈み、石が浮かんで、見る間に世界が消える。
駱駝が水路に流され、ウサギは門に入れない。＊

「ウサギ」の原語 susilyo は諸辞典に見当たらない。原著者は kharahA と想定し
ており、それに従った。

DUgari maBchA jali susA pABNIB maiB dauB lAgA /
arahaTa bahai tusAlavAB sUlai kaBTA bhAgA / 3 /

丘のうえに魚、水のなかにウサギ、水に火がついた。
井戸が渇いた人々を押し流し、槍を棘がこわした。

（ 28 ）



　 140 　

eka nAi nau bachaRA paJca duhebA jAi /
eka phUla solaha karaNDiyAB mAlani mana maiB hariXa na mAi / 4 /

一頭の雌牛、九頭の仔牛、五頭が〔乳を〕搾り取る。
一房の花、十六個の花籠、庭師は心に喜びを抑えきれない。

pagAB bihUnaRai corI kIdhI corI naiB ABNI gAI /
machindra prasAdai jAti goraXa bolyA dUjhai pANI na byAI / 5 / // 20 //

足を運ばず盗みをはたらき、盗んで雌牛を連れてきた。
マッツェーンドラの恩寵で行者ゴーラクは語った、〔その雌牛は〕二度

と仔牛を産まなかった。＊

pANI の読みについて原著者は諸写本の読みが一致していないことを指摘して、
paiNi の読みを想定しているが、諸辞書に見当たらない。prANI と読めば「生き物」
の意味となる。

goraXa lo gopalaB lo gagana gAi duhi pIvai lo /
mahI biroli aBmI rasa pIjai anabhai lAgA jIjai lo // Teka //

ゴーラクは牛飼い、虚空の雌牛の乳を搾って飲んでいる。
バターミルクを攪拌して甘露を飲み、無畏となって生きている。

mamitA binAB mAi mui pitA binAB mUvA chorU lo /
jAti bihUBnAB lAla gvAliyA ahanisa cArai gorU lo / 1 /

愛情がなくなり母が死に、父がいなくて子どもたちも死んだ。
生まれのない幼い牧童は、昼夜、牛たちを放牧している。

anahada sabadaiB saBXa bulAyA kAla mahAdala daliyA lo /
kAyA kai antari gagana maNDala maiB sahajai svAmI miliyA lo / 2 /

奏でられざる音声の法螺貝を吹いて、カーラ（死神）の大軍を踏み倒し
た。

身体のなかの虚空界で、容易に主人（最高実在）を得た。

aisI gAvatrI ghara bAri hamArai gagana maNDala maiB lAdhI lo /
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ihi lAgi rahyA parivAra hamArA lei nirantari bABdhI lo / 3 /

このような雌牛が私の家の戸口に〔繋いであり〕、〔それは〕虚空界で手
に入れた。

私の家族はこれ〔の世話〕に就いており、常に繋いである。

kAnAB pUchAB sIGga bibarajita barna bivarajita gAI lo /
machindra prasAdai jatI goraXa bolyA tahAB rahai lyo lAI lo / 4 / // 21 //

耳、尾、角がなく、色もない雌牛。
マッツェーンドラの恩寵で行者ゴーラクは語った、私はそこ（雌牛）に

冥合している。

avadhU aisA gyABna bicArI tA maiB jhilimili joti ujAlI // Teka //

遁世者よ、このような思考をした、その中に淡い光が見える。

jahAB joga tahAB roga na byApaiB aisA pariXa gura karanAB /
tana mana sUB je paracA nABhIB tau kAhe ko paci maranAB / 1 /

ヨーガのあるところに病は広がらず、このように見極め導師をつくれ。
心身をもって〔最高実在を〕覚知できなければ、何故、苦労するのか。

kAla na miTyA jaJjAla na chuTyA tapa kari hUvA na sUrA /
kula kA nAsa karai mati koI jai gura milai na pUrA / 2 /

カーラ（死神）が消えず、揉め事もなくならず、苦行をしても勇者には
なれない。

家系を誰もこわすな、完璧な導師が見つからなければ。

sapta dhAta kA kAyA piJjarA tA mABhi jugati bina sUvA /
sataguru milai to Ubarai bAbU nahiB tau paralai huvA / 3 /

七つの要素でできた身体は鳥籠、その中で道理がなければ〔個我は〕鸚
鵡。

正師が得られれば救われる、そうでなければ〔個我は〕破滅する。

kandrapa rUpa kAyA kA maNDaNa aBbirathA kABi ulIBcau /
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goraXa kahai suNauB re bhauBdU araNDa aBmIB kata sIBcau / 4 / // 22 //

愛神カーマのような身体の飾り、〔それを〕無益な物となぜ捨て去るか。
ゴーラクは言う、聞け、愚か者よ、トウゴマの種に甘露で潤すようなも

の。

AUB nahIB jAUB niraJjana nAtha kI duhAI /
pyaNDa brahmaNDa XojaBtA amhe saba sidhi pAI // Teka //

行くことも来ることもなし、無染なる主への懇願。
個我を梵卵に探しながら、私はすべての成就を獲得した。

kAyA gaRha bhIBtari nava laXa khAI / dasavaiB dvAri avadhU tAlI lAI / 1 /

身体という要塞に 90 万の塹壕があり、第 10 門に、遁世者よ、鍵が掛か
っている。

kAyA gaRha bhIBtari deva dehurA kAsI / sahaja subhAi mile abinAsI / 2 /

身体の要塞に神々、神殿、カーシー（聖地）があり、　〔そこで〕いとも
容易に不壊なるものが得られた。

badanta goraXanAtha suNau nara loI / kAyA gaRha jItaigA biralA koI / 3 / // 23 //

ゴーラクナートは言う、聞け、人間どもよ、身体の要塞に打ち勝つ者は
稀なり。

pavanAB re tUB jAsI kaunaiB bATI /
jogI ajapA japai tribeNIB kai ghATI // Teka //

気息よ、おまえはどの道を通って行くのか。
ヨーガ行者は命息念誦を合流点の岸で誦している。

candA goTA TIkA karilai sUrA karilai bATI /
mUBnI rAjA lUgA dhovai gaGga jamuna kI ghATI / 1 /

月の塊を石鹸にし、太陽を洗濯棒にせよ。
ムニ（ヨーガ行者）の王は、腰布をガンガー・ヤムナー川の岸で洗う。
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aradhaiB uradhaiB lAilai kUJcI thira hovai mana tahAB thAkIle pavanAB /
dasavAB dvAra cInhile chUTai AvA gavanAB / 2 /

下方〔の呼気〕と上方〔の吸気〕に鍵を掛ければ、意は落ちつき、そこ
で気息は止む。

第 10 門で覚知を得れば、去来はなくなる。

bhaNanta goraXAnAtha machindra nA pUtA jAti hamArI telI /
pIRI goTA kARhi lIyA pavana Xali dIyAB ThelIB / 3 // 24 // 

マッツェーンドラの息子コーラクナートは語る、私のジャーティは搾油
職人。

〔油の〕塊を搾って取り出し、気息という絞り滓を捨て去った。

avadhU gAgara kandahi pABNIBhArI gavarI kandahi navarA /
gharakA gusABI kautiga cAhai kAhe na bandhau jauBrA // Teka //

遁世者よ、水壺の肩に水運び人が〔おり〕、ガウリー（白き女神）の肩
にマングースが〔いる〕。

家の主人は見せ物を望む、なぜ猟師を縛らないのか。

lUBNa kahai alUBNAB bAbU ghCta kahai maiB rUXA /
anila kahai maiB pyAsA mUvA aBna kahai maiB bhUkhA / 1 /

塩は塩っぽくないと言い、ギーは私は乾いていると言う。
風は私は渇きで死ぬと言い、穀物は私は飢えていると言う。

pAvaka kahai meB jADaNa mUvA kapaRA kahai maiB nAgA /
anahada mCdaGga bAjai tahAB pABgula nAcana lAgA / 2 /

炎は私は寒くて死ぬと言い、衣服は私は裸だと言う。
奏でられざる太鼓が鳴っている、そこで跛者が踊り出した。

AdinAtha bihavaliyA bAbA machindranAtha pUtA /
abheda bheda bhedile jogI badanta goraXa abadhUtA / 3 / // 25 //

アーディナート（初祖）は困惑した、マッツェーンドラ（第二祖）の息
子よ。
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不二の秘密を解き明かせ、ヨーガ行者よ、遁世者のゴーラク（第三祖）
は語る。＊

vihvala の派生形である bihavaliyA を原著者は「ブラフマンの明智を完璧に獲得
した」の意味に捉えて、初祖アーディナートの修飾語句と理解している。また
第１行後半句をゴーラクナートの修飾語句として理解し、第２行前半句も「不
二の秘密を解き明かした」とし、その主語をゴーラクナートと解釈しているが、
この解釈は詩形を無視したものと言わざるを得ない。

avadhU ahUBTha parabata maBjhAra belaDI mADyau bistAra /
belI phUla belI phala beli achai motyAhala // Teka //

遁世者よ、3.5 腕尺の山のなかに、蔓草がたいへん広がっている。
蔓草が花咲き蔓草の実がなり、蔓草〔のうえ〕に真珠がある。

siXTi utapanIB belI prakAsa mUla na thI caRhI AkAsa /
uradha goDa kiyau bisatAra jABNa nai josI karai vicAra / 1 /

世界が生じた、蔓草の光輝〔から〕、〔その蔓草には〕根がなく虚空まで
伸びている。

上方の牛舎まで広がっている、知者の占星術師よ、〔このことに〕思慮
を廻らせ。

AIsau bhIla pAradhI hAtha nahIB pAI pyaGgulo muXa danta na kAhIB /
hayoB hayoB mCghalau dhuNahIB na tahIB 

　　ghaNTA sura tihAB nAda nAhIB / 2 /

このようなビール族の猟師がおり、その手はなく跛者であり、口に歯が
ない。

彼には鹿を撃つ弓がなく、〔鹿を呼び寄せる〕鈴、声に音がない。＊

第２行目冒頭の hayoB は意味不明だが、現代語 hAya を想定すれば「嗚呼」の
意味になる。また、dhuNahIB の読みは原著者のように dhanuhI を採るのが適切
と思われる。
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bhIlaRai tihAB taNiyau bABNa mana hIB mCghalau bedhiyau pramABNa /
hayauB hayauB mCgalau bedhiyau bABNa 

　　dhuNa hI bABNa na thI sara tABNa / 3 /

ビールはそこで弓を引き、意という鹿を見事に射貫いた。
弓矢は鹿を射貫いたが、矢を番えた者の弓も矢もなかった。

bhIlaRIB mAtaGgI rABNI mCghalau ABNIB ThABNIB /
caraNa bihUNauB mCghalauB ABNyauB sIsa sIGga muXa jAi na jABNyau / 4 /

ビール族の酔い痴れた王女は、〔自分の〕所に鹿を運んだ。
〔その王女はその〕足のない鹿を運んだ、〔その鹿は〕頭、角、顔〔何も

か〕も見分けられなかった。

bhaNata goraXanAtha machindra nAB pUtA mAryo mCgha bhayA avadhUtA /
yAhi hiyAlI je koI bUjhai tA jogI kauB tCbhuvana sUjhai / 5 / // 26 //

マッツェーンドラの息子ゴーラクナートは語る、殺された鹿が遁世者に
なったと。

このことを心で理解できるヨーガ行者は、三界を理解できる。

avadhU aisA nagra hamArA tihAB jovau UjU dvAraB /
aradha uradha bajAra maDyA hai goraXa kahai bicAraB // Teka //

遁世者よ、私の街はこのようだ、その門を見よ。
上方（吸気）と下方（呼気）の市場が賑わっている、ゴーラクは言う、

考えよ。

hari prABNa pAtisAha sAha vicAra kAjI /
paJca tata te ujahadAraB mana 

　　pavana doU hastI ghoRA ginABna te aXai bhaNDAraB / 1 /

ハリ（主）は気息の皇帝のなかの皇帝、カーズィー（法官）が思考。
５元素は宰相であり、意と気息のふたつは象と馬で知識は無尽の倉庫。

kAyA hamAraiB sahara boliye mana boliye huja dAraB /
cetani paharai koTavAla boliye tau cora na jhaBkai dvAraB / 2 /
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身体がわれわれの街とすれば、意は衛士。
意識が巡回する衛士長であれば、盗人は戸口を覗けない。

tInisai sAThi corA ghaRha racIle solaha XaNilai XAI /
nava daravAjA paragaTa dIsai dasavAB laXyA na jAI / 3 /
360 人の盗人が要塞を築き、16 本の塹壕を掘った。
9 の門が開いているのは見えるが、第 10 門が見えない。＊

原著者によると、この詩句の象徴表現はナート派の MUlagarbhAvalIgrantha に基
づくもので、360 とは身体の骨の数であり、16 とは身体の各処、第 10 門は頭頂
のブラフマ・ランドラを指す。

aThAraha bhAra koTa kaThaBjarA lAilai bahatara koThaDI nipAI /
nava sutra Uparai jantra phirai taba kAyA gaRha liyA na jAI / 4 /
18 のバール（約 100 ㎏）の材木が要塞に運ばれ、72 の部屋が作られた。
9 門のうえに紐を掛ければ、身体の要塞は奪われない。

anahada ghaRI ghaRiyAla bajAi lai parama joti dui dIpaka lAI

kAma krodha doi garadani mArilai aisI adalI pAtisAhI bAbai Adama calAI / / 5 /

奏でられざる鐘を叩き役が打ち鳴らせば、至高の光輝の灯明二つが輝き
出す。

愛欲と怒り二つの首を押さえろ、こうした教令をアーダム王は執行した。

tahAB satya bIbI santoXa sahIjAdA XimAB bhagati dvai hAi /
AdinAtha natI machindra nAtha pUtA kAyA nagarI goraXa basAI / 6 / // 27 //

そこに真実の王妃と満足という王女、寛容と帰依の二人の兄弟〔がいた〕。
アーディナートの孫、マッツェーンドラの息子ゴーラクナートは、身体

の街を造った。
 
IkIsa brahmaNDa bhAThI cigAvai pIvata sadA mativAlaB /
manasA kalAlini bhari bhari devai AchA AchA mada nAB pyAlaB // Teka //
21 の梵卵に〔蒸溜〕炉が築かれ、〔ヨーガ行者は甘露を〕飲んで常に酔
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い痴れている。
意欲という酒造り女が、上等な酒を椀に注いでくれる。

amCta dAXI bhAThI bhariyA tA madhaiB guRu jhakolyA /
mana mahuvA tana dhAhuvA banAsapatI AthArai melyAB / 1 /

甘露のブドウが炉を満たし、そのなかに黒砂糖が吹きつけられた。
意というマフアー（酒）が身体を壊し、18 種の植物（ハーブ）が混ぜ

られた。

bhramara guphA maiB mana thari dhyAnaiB baisyA AsaNa bAlI /
cetani rAvala yaha bhari chAkyA juga juga lAgo tAlI / 2 /

蜂の洞窟（ブラフマ・ランドラ）に心を止めて、幼児（ヨーガ行者）は
体位を定めた。

意識（アートマン）という王はこれ（甘露）を満喫し〔のち〕、なんユ
ガにわたって鍵を掛けた。

tCkuTI saGgama kCpA bhariyA mada nIpajyA apAraB /
kusamala hotA te jhaRi paRiyA rahi gayA tahAB tata sAraB / 3 /

眉間の合流点に恩寵が満ち、無上の喜び（酒）が生じた。
罪障があったが取り除かれ、そこには真実の精髄が残った。

evahAB mada SrI goraXa kevaTyA badanta machIndra nA pUtA /
jini kaivaTya tini bhari bhari pIyA amara bhayA avadhUtA / 4 / // 28 //

そこに聖ゴーラクナートは酒をもたらした、とマッツェーンドラの息子
は語る。

〔酒を〕もたらした者は充分飲んで、不死となった、遁世者よ。＊

kevaTyA の意味は、原著の語彙集の解釈に従った。

sati sati bhAXanta SrI goraXa yogI ame tau rahibA raGgai /
aleXa purisa jini gura muXi cInhyAB rahibA tisakaiB saGgaiB // Teka //

聖ゴーラク・ヨーガ行者は真実のみを語る、私は〔自己の〕色に染まっ
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ていると。
不可視なプルシャ（存在者）を師資面授によって覚知した者は、それと

供にいなければならない。

satajuga madhe juga eka racIlA bisahara eka nipAyA /
gyABna bihUNAB gaNa gandhrapa avadhU saba hIB Dasi Dasi XAyA / 1 /

サティヤ・ユガでは一つ目のユガを創造し、毒蛇を一匹産んだ。
知識のないシヴァ神の眷属、ガンダルヴァ、遁世者、〔それら〕みなを〔そ

の蛇は〕噛みつき食べた。

tretA juga madhe juga doi racIlA rAma ramAiBNA kInhAB /
nara bandara saba laRi laRi mUye tina bhI gyABna na cInhAB / 2 /

トレーター・ユガでは二つ目のユガを創造し、ラーマがラーマーヤナを
成した。

人、猿みな戦い戦って死んでしまい、彼らも知識を覚知できなかった。

dvApara juga madhe juga tIni racIlai bahu Dambara bahu bhABra /
kairauB pANDau laRi laRi muye nArada kIyA saGghAraB / 3 /

ドヴァーパラ・ユガでは三つ目のユガを創造し、多くの虚偽と多くの〔罪
の〕重荷〔ができた〕。

カウラヴァ族とパーンダヴァ族は戦い戦って死んでしまい、ナーラダ仙
が後始末をした。

kalijuga madhe juga cAri racIlA cUkilA cAra bicAraB /
ghari ghari dandI ghari ghari bAdI ghari ghari kathaNa hAraB / 4 /

カリ・ユガでは四つ目のユガを創造し、行いと考えが逸れてしまった。
家々で争い、家々に敵、家々で殺害と略奪。＊

第 2 行目後半句の原語 kathaNa は脈絡上意味が通じないので、kadana の読みを
提示する。

cauhu juga madhe juga cAri thApilA gyABna nirAlamba rahiyA /
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machIndra prasAdaiB jatI goraXa bolyA koI biralA pAra utAriyA / 5 / // 29 //

四ユガのなかに四つのユガを創ったが、知識に基づかないものだった。
マッツェーンドラの恩寵によって行者ゴーラクは言った、稀なる者しか

彼岸に渡れなかった。

aisA jApa japau mana lAI sohaM sohaM ajapA gAI // Teka //

このような念誦を行え、専心して、「それは我なり、それは我なり」と
いう命息念誦を唱えて。

AsaNa diDha kari dharau dhiyAnaB ahanisa sumirau brahma giyAnaB /
jAgrata nyandrA sulapa ahAraB kAma krodha ahaMkAra nivAraB / 1 /

体位（坐）を固定して禅定に集中し、日夜、ブラフマンの知識を憶念せ
よ。

睡眠中に覚醒し、少量の食物〔摂り〕、愛欲、怒り、自我意識を除去せよ。

nAsA agra niju jyau bAI iRA pyaGgulA madhi samAi / 2 /

鼻端に自己の個我、気息〔が集中し〕、イラー脈管がピンガラー脈管の
なかに収まる。

chasai saMhasa ikIsauB jApa anahada upajai Apahi Apa /
baGka nAli maiB Ugai sUra roma roma dhuni bAjai tUra / 3 /
2160,000〔回の命息〕念誦〔をすれば〕、奏でられざる〔ナーダ〕音が

自然に生じる。
曲がった脈管（スシュムナー）に太陽が昇り、体中にナガーラー（太鼓）

が鳴り出す。

ulaTai kamala sahaBsradala bAsa bhramara guphA mahi joti prakAsa /
machindra pratApa jatI goraXa kahai parama tatta koI biralA lahai / 4 / // 30 //

逆さまの千弁の蓮華の住居、蜂の洞窟（ブラフマ・ランドラ）に光が輝
く。

マッツェーンドラの栄光によってゴーラクは言う、最高の真実は稀なる
者しか得られない。＊
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第 2 行目の読みは、原著に示されている写本 B の読みに一部修正を加えて採用
した。

jAgA jogI kanaka rAvaliyA gurudeva meBhalau bUThau /
XojantA XojantA sataguru pAyA sahajaiB naiB bhAvai tUThau // Teka //

ヨーガ行者カナカ王は目覚め、導師様が雨雲のように〔恩寵の〕雨降ら
す。

探し探し続けて正師が得られ、〔かれは〕自然に満足した。

第 1 行目前半句の「王」と訳した原語 rAvaliyA を、原著者はこの派のヨーガ行
者の一派の名称と解説しているが、訳者は現段階では未確認である。

utara desa maiB meBha dhaRakyA dakXiNa Acala chAyA /
pUraba desa thIB pANiga bichUTI pachima khetra maiB pAyA / 1 /

北の国で雨雲が雷鳴し、南の裾野に影をおとす。
東の国から雨が降り出し、西の畑に〔雨が〕届く。

mana pavanA dhorI jotAvo satanAB sABtIRA samadhAvo /
dayA dharma nAB bIja aNAvo iNIB pari Xetre jAvo / 2 /

意、気息という雄牛を〔軛に〕繋ぎ、真実という綱できちんと縛れ。
憐憫と正義の種子を持ってきて、そして畑に行け。

XAtAB na XUTai detAB na niThai jama bAra nahIB jAi /
machindra prasAdai jatI goraXa bolyA nita naveraRauB thAi / 3 / // 31 //

〔その畑の稔りは〕食べても尽きず、与えても無くならず、ヤマ（閻魔）
の門に行くことなし。

マッツェーンドラの恩寵によって行者ゴーラクは言った、〔その稔りは〕
常に新鮮であろうと。

jIva sIva nA saGgai bAsA nA badhi XAibA re rudhra mAsA // Teka //
ghAva na ghAtibA haMsa gotaB badanta goraXanAtha nihAri potaB / 1 /

個我はシヴァ神とともに住しているので、殺害して血と肉を食べてはな
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らない。
ハンサ鳥（アートマン）と同族の者を傷つけてはならないと、ゴーラク

ナートは動物の子供を見て言う。

mAribA re narA mana drohI jAkai bapa baraNa nahIB mAsa lohI / 2 /

人間よ、意という敵を殺せ、それには身体、色、肉、血もない。

saba jaga grAsiyA deva dANaB 

　　so mana mArIbA re gahi guru gyABna bABNa / 3 /

神、悪魔〔など〕全世界を捕らえた、その意を射ろ、導師の知識という
矢を執って。

basU kyA hatiye re pyaNDa dhArI mAriye 
paJca bhU mCghalA je carai budhi bARI /
joga kA mUla hai dayA dABna 

　　bhaNanta goraXanAtha ye brahma gyaBnaB / 4 / // 32 //

なんのために肉体を持つ者たちを殺すのか、
五大元素の〔意という〕鹿を殺せ、統覚という庭を荒らしてしまうから。
ヨーガの根本は憐憫の布施だと、ゴーラクナートは、このブラフマンの

明智を説く。
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